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十
一
投
稿
規
程
の
請
求
・
投
稿
申
込
ｂ
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
腫
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
麿
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
定
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
程
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
二
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

藤
原
淳
一
郎

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
一
一
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

ま
ず
今
号
の
応
募
状
況
を
記
す
と
、
当
初
の
投
稿
希
望
が
二
一
件
、
論

文
提
出
が
七
件
、
（
条
件
付
き
合
格
を
含
む
）
最
終
合
格
が
六
件
で
あ
っ

た
。

本
年
の
大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
話
題
は
、
何
と
言
っ
て
も
史
上
最
年
少

小
結
び
貴
花
田
の
活
躍
で
あ
り
、
早
く
も
往
年
の
双
葉
山
の
再
来
と
の
絶

賛
の
声
も
あ
が
り
、
責
花
田
ら
の
台
頭
を
目
に
し
て
「
体
力
、
気
力
の
限

界
を
感
じ
た
」
と
し
て
次
世
代
に
ハ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
っ
た
横
綱
千
代

の
富
士
の
目
に
狂
い
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
関
脇
昇
進
後
の

秋
場
所
は
、
貴
花
田
健
闘
し
た
と
は
言
え
名
古
屋
場
所
の
よ
う
に
甘
く
は

な
か
っ
た
。
大
き
な
目
で
承
れ
ば
、
潮
流
と
し
て
は
若
花
田
・
貴
花
田
兄

弟
が
角
界
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
担
う
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。

社
会
科
学
の
世
界
で
は
、
相
撲
と
違
っ
て
誰
の
目
に
も
勝
負
が
わ
か
る

も
の
で
も
な
い
し
、
扱
う
対
象
の
特
殊
性
か
ら
、
年
輪
と
と
も
に
深
承
や

持
味
が
発
揮
さ
れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
た
め
、
相
撲
の
世
界
と
は
大
き

く
異
な
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
当
『
論
究
』
に
よ
っ
て
、
若
花
田
・
貴

花
田
の
よ
う
な
プ
リ
ン
ス
な
い
し
プ
リ
ン
セ
ス
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
の
は
筆
者
の
承
で
は
な
か
ろ
う
。

〔
編
集
後
記
〕

（
藤
原
淳
一
郎
・
記
）
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